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校歌・校章について

資料1

日時 令和７年３月４日（火）

場所 合川小学校 レインボーホール



「新たな小学校」の校歌・校章について

１． 市内小中学校の状況

２． 他市町の事例

３． 「新たな小学校」の校歌・校章の方向性
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はじめに

【校歌】

自校の教育方針、校風、地域環境な
どを歌詞に織り込み、その学校の一
員であるという自覚を高めるなどの目
的で、入学式や始業式、卒業式といっ
た儀式的行事や運動会などの文化的
行事の際に歌われる。

【校章】

学校を象徴する紋章で、その多くは、
校名や教育目標などを反映したデザ
インとなっている。

正門や体育館の緞帳、校旗等、学校
の施設・所有物に取り付けられること
が多い。

 学校に校歌及び校章の制定を義務付ける、あるいは奨励する法令は、存在しない。

（ 鈴鹿市条例・規則にも校歌、校章の制定に関する記載は存在しない。）
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１．市内小中学校の状況（校歌）
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・ 全ての小中学校に校歌が存在する。

・ 歌詞は、１番・２番・３番までのものが多い。
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・ 歌詞には、学校名や地域名、校訓等が多くみられる。

・ PTAや教職員が作詞をしている校歌もある。
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１．市内小中学校の状況（校章）
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・ 全ての小中学校に校章が存在する。

・ デザインには、学校周辺の環境や風土、歴史に関わるモチーフなどが採用されていることが多い。

・ 中央に校名や校名の一部を配している校章が多い。

【合川小】 【天名小】 【郡山小】

若松小一ノ宮小長太小 桜島小 庄内小 鈴峰中平田野中



１．市内小中学校の状況
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学校名 学校創立 校歌制定等年月日

合川小学校 昭和29年 不明

天名小学校 昭和22年 昭和45年

郡山小学校 平成3年4月 平成3年10月（校歌・校章発表会）

鼓ヶ浦小学校 昭和55年4月 昭和56年10月（校歌制定発表会）

明生小学校 昭和59年4月 昭和60年2月28日

清和小学校 昭和60年4月 昭和60年6月（校歌制定）⇒10月（校歌発表会）

※ 学校創立・・・学校創立は、現在の校名になった年月日を指す。

学校創立と校歌の作成時期等



6

２．他市町の事例
【明和町】

・ 歌詞に取り入れるキーワードを募集

・ 作詞、作曲は地域にゆかりのある
専門家に依頼

・ 歌詞に取り入れるキーワードを募集

・ AIを使って作詞、作曲

【桑名市】

理研AIP×iU,BLabの共同研究

中日新聞Web 2024年11月26日 明和町HP ＞明和町小学校区の再編について
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２．他市町の事例

・ 地域にゆかりのある方に作詞、作曲を依頼
・ 歌詞を児童、保護者に募集

・ 作詞、作曲は専門家に依頼

・ 開校前、開校後それぞれの時期に作成している事例がある。
・ 各自治体の判断や地域・保護者の意向などにより作成時期を決めている。

【伊勢市】 【愛知県南知多町】

校歌・校章
いずれも！

みさき小学校HP伊勢市HP ＞二見小学校・今一色小学校統合準備会だより



8

時期 特徴・考え方

開
校
前

・ 開校式、始業式・入学式などで発表することができる。
・ 開校前に新校歌を練習することができ、新設校への期待感の醸成が期
待できる。

・ 現在の校歌への愛着が薄れることが懸念される。

開
校
後

・ 開校後しばらくの間（開校式・始業式）は、校歌を歌うことができない。
・ 新設校の体制の中で、児童・保護者、地域とともに作成することができ、
学校を中心とした新しいコミュニティへの一体感や学校への愛着や誇り
の醸成が期待できる。

・ 音楽の授業等を通して、全校で「校歌づくり」に取り組ませる等、新設校
での最初のプロジェクトとして校歌づくりを位置付けることができる。

作成時期による特徴・考え方（校歌）
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時期 特徴・考え方

開
校
前

• 新設校の施設整備の一環で、正門や正面玄関、校舎壁面、体育館の
緞帳等に事前に校章を配置することができる。

• 決定権を持つ学校がない中では、教育委員会が最終的な決定者となる。

開
校
後

• 学校が主体となりながらも、児童、保護者、地域と協働して作成・決定し
ている事例が多い。

• 新設校の体制の中で、児童・保護者、地域とともに作成することができ、
学校を中心とした新しいコミュニティへの一体感や学校への愛着や誇り
の醸成が期待できる。

作成時期による特徴・考え方（校章）



３． 「新たな小学校」の校歌・校章の方向性
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検討① 作成時期

【開校前に作成】

⇒令和７年度中に完成し、児童

や保護者、地域等に発表。

⇒開校式等で歌唱できるよう

事前練習も済ませておく。

【開校後に作成】

⇒「新たな小学校」の最初のプロ

ジェクトとして、児童や保護者、

とともに作成する。

⇒令和８年度の卒業式までに

完成を目指す。

or
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検討② 作成方法

作成方法の例 内容

公募 校名募集と同様に児童や保護者等を対象に公募し、総務部会等で選定。

児童の案 児童の案をもとに教員や専門家が修補し作成。

地域に縁のある人に依頼 鈴鹿市在住または出身の方に依頼。

地域の学校等との連携 地域の大学や高校と協力して作成。（例：飯野高校応用デザイン科に依頼）

専門家に依頼 作詞家や作曲家、デザイナー等に依頼。

教員による作成 新設校の音楽や国語、図工の教員などに作成を依頼。

AI活用 桑名市が取り入れている手法。

※ 校歌や校章の作成方法について以下のような手法を他自治体でも採用しています。

３． 「新たな小学校」の校歌・校章の方向性



校歌・校章の方向性（事務局案）
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① 作成時期

 新設校の開校後に、児童が主体となって作成する。（校歌・校章）

② 作成方法

【校歌】

全校で「校歌づくり」に取り組み、歌詞を制作する。作曲は、専門家に依頼する。

【校章】

デザイン案を複数制作してもらい、児童や地域住民に選んでもらう。
or

児童がデザイン案を考え、完成を専門家に依頼する。


